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平成 22 年度「市民活動のための環境アセスメント講座」【実施報告】 

環境アセスメントを学ぼう！（実務者によるわかりやすい環境アセスメント） 

 

１．目的・趣旨 

地域における開発事業の内容を決定するにあたり、環境アセスメント実施し、その事業が環境にどのよう

な影響を及ぼすかを、事業が開始する前に調査、予測、評価等を行うとともに、市民との円滑なコミュニケ

ーションを踏まえて、環境保全の観点からよりよい事業計画を作り上げていくことが必要とされます。その

ためには、地域の環境について認識を深めるとともに、事業者・行政との間でコミュニケーションの向上を

図ることが重要となります。 
本講座では、環境アセスメント制度の意義や手法等を、より多くの環境 NGO・NPO、一般市民等に理解

してもらうことを目標に、開発計画や環境保全・再生計画といった環境アセスメントへの市民の積極的な参

加と対話の必要性について学びました。 
 

２．開催日時 

平成 22 年 11 月 6 日（土） 9:30～17:15 
平成 22 年 11 月 7 日（日） 9:30～17:00 

 
３．会場 

東京グリーンパレスほか。 
 
４．対象者及び参加人数 

環境分野の市民活動を担い、環境アセスメントを学ぼうと考えている市民（NPO、学生、行政、コンサ

ルタント等）。参加者数は 23 名。 
 
５．開催プログラムおよび講師 

司会進行：㈳日本環境アセスメント協会教育研修委員会副委員長 広松和親氏 
１日目 11 月 6 日（土） 

講義①アセスって何？： ㈳日本環境アセスメント協会研修部会長 高山 登氏 
講義②アセスメントを活かそう！：元産業技術総合研究所 環境アセスメント学会理事 石川公敏氏 
現場見学：アセスの現場を体感しよう！：㈳日本環境アセスメント協会教育研修委員 黒崎靖介氏 
 ① 六本木ヒルズ：都市再開発における環境保全の事例 
 ② NEC 本社ビル：超高層ビルにおけるビル風対策 
 ③ 首都高速中央環状線：首都高速の昔と今 

２日目 11 月 7 日（日） 
講義③アセス図書を読もう！：㈳日本環境アセスメント協会教育研修委員 伊豆倉博之氏、小林真人氏、

酒井 学氏、㈳日本環境アセスメント協会研修部会長 高山 登氏、㈳日本環境アセスメント協会研
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修講師：小栗太郎氏 
講義④アセスのこれからを知ろう！：法政大学社会学部教授 環境アセスメント学会理事 田中 充氏 
ワークショップ：アセスと関わろう！：㈳日本環境アセスメント協会教育研修委員長 新里達也氏、元

㈳日本環境アセスメント協会教育研修委員 吉田俊幸氏、尾上健治氏、大橋保文氏 
 
６．講座概要 

１日目 午前の講義①「アセスって何？」のなかでアセスメント制度の基礎知識と市民の関わり、講義②「ア

セスメントを活かそう！」では、環境アセスメント制度の歴史、現状および活用について学びました。 
午後は「アセスの現場を体感しよう！」をテーマに、都市再開発における環境保全の事例として「六本木

ヒルズ」、超高層ビルの景観およびビル風対策として「NEC 本社ビル」、初期に建設された首都高速道路

と最近建設された首都高速道路の騒音対策等の比較として「首都高速中央環状線」を見学し、環境アセスメ

ントによる環境保全対策の実例を学びました。 
２日目 午前の講義③「アセス図書を読もう！」では、前日に見学した 3 ヶ所の現場について、環境アセス

メントの実務者である講師よりそれぞれ専門分野の立場からアセス書の読み方を学びました。まず、3 ヶ所

の現場について、事業対象、事業計画、事業実施に伴う影響予測と評価について、アセス図書に記載されて

いる内容の説明がありました。「NEC 本社ビル」の事例では、景観対策の視点から超高層ビル建設におけ

る景観と植栽に関する調査・予測・評価、また風害（ビル風）対策について予測・評価・地域住民対話につ

いて学びました。「六本木ヒルズ」の事例では、動植物・生態系の位置づけと調査・予測・評価およびその

保全措置について学びました。「首都高速道路中央環状線」の事例では、大気汚染の現状ならびに予測・評

価、騒音・振動対策で設置された遮音壁、吸音板、低騒音舗装などについて学びました。 
講義④「アセスのこれからを知ろう！」では、日本の環境アセスメント制度の概要、環境アセスメント法

の主な改正点、戦略的環境アセスメントの概念と仕組み、埼玉県と東京都の戦略アセス制度、中環境審専門

委員会における戦略アセスの考え方、事後調査の在り方など、事例を交えながら、これからの環境アセスメ

ントについて学びました。 
 ワークショップ「アセスと関わろう！」では、「環境アセスの制度面」と「市民参加・役割面」の 2 つの

テーマについて、参加者は 3 グループに分かれてファシリテータの助言を受けながらグループごとに意見を

まとめ、その内容を発表しました。コメンテータからは「制度面では市民が参加しやすい制度づくり、役割

面では積極的に関わっていくことの大切さ、また、陳情ではなく対話によるより良い環境保全を考えていく

ことが大切である」との助言がありました。 
 
 

  
■ 六本木ヒルズ屋上庭園（11 月 6 日） ■ ワークショップ作業風景（11 月 7 日） 


